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At a Glance

※コーポレート： 西松建設株式会社の本社管理部門の従業員



西松-Vision2030
あたりまえに安心でき

活力がわく地域やコミュニティを
共に描きつくる総合力企業へ

変革プログラム

人々があたりまえに
安心できる

にぎわいが生まれ
人々がワクワクする

人々がつながり
新たな価値が生まれる

企業理念 �

価値ある建造物とサービスで
安心して暮らせる持続可能な社会をつくる

西松-Vision2030 �

社会・事業環境が急激に変化し続けるなか、私たちは、これまで培ってきた意志・強みを掘り下げ、

自らの社会における存在価値にあらためてむきあいました。

　私たちにとって事業活動は価値共創活動です。共創の領域を広げ、人々に安心・活力・つながりを

提供したいと考え、長期ビジョンを「西松ｰVision2030：あたりまえに安心でき活力がわく地域や

コミュニティを共に描きつくる総合力企業へ」に刷新しました。これに伴い、新たに2023年度を初年度

とする「中期経営計画2025」を策定しました。

価値共創活動と変革プログラム �

「社会基盤整備」から「社会機能の再構築」へ価値共創活動を拡大し、安心・活力・つながりを提供
価値共創活動を推進するため、「変革プログラム」を実行

価値共創活動 社会への提供価値

安心

活力

つながり
不動産開発

エネルギー

環境保全

防災・安全

社会・
都市機能アセット

バリューアッド

社会機能の再構築

社会基盤整備

建設

地域環境
ソリューション

建築

国際土木

組織能力強化 成長資源創出意識・行動改革

西松-Vision2027
新しい価値をつくる

総合力企業へ

Visionに込めた想い �

私たちは　1874年の創業以来　国内外で社会基盤の整備を手掛け

安全・安心な社会をつくってきた

その原動力は　人々への敬愛と社会基盤を支える矜持

社会は絶え間なく変化し　価値観は多様化している

これから人々のいとなみはどのように変わっていくのだろう

変化のなかでも　私たちは　人々があたりまえに安心でき

ワクワクにぎわい　活力がわく地域やコミュニティを

人 ・々企業・地域と共に描きつくっていこう

新しいことに取り組む 挑戦心 粘り強さ 自律心を呼び覚まし

社会機能を再構築する力を磨こう

私たちの手で社会課題を解決しよう 

安心して暮らせる持続可能な社会をつくるために

社会・事業環境の変化

私たちの意志
● �社会基盤を支える矜持
● ��自身や家族を含む人々の安心確保
● ��貢献実感、自己達成感

私たちの強み
● �社会基盤整備力
● �多様な能力をまとめあげ 
目的を果たす力

＋

※アセットバリューアッド事業　旧）開発・不動産事業　※地域環境ソリューション事業　旧）環境・エネルギー事業

※

※
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「西松-Vision2030」の策定

想定を上回る環境変化を受け長期ビジョンを刷新
　「西松-Vision2027」を策定した2018年から2022年ま
での間に、社会情勢や事業環境は大きく変化しました。新
型コロナウイルスによるパンデミックやウクライナ問題を
はじめとする世界情勢の変化に加え、想定を上回る形で急
激な物価上昇が顕在化しました。AI技術の進歩をはじめとす
る、前回のビジョン策定時にはまったく想定できていなかっ
たスピードでの変化を踏まえ、今一度、我々のめざすあり
たい姿としての長期ビジョンの見直しが必要となりました。
　今回のビジョン見直しにあたっては、ビジョンの実現に欠
かせない「社員の腹落ち感」を十分に得られるよう、策定
プロセスから社員に関わってもらい、具体的な内容にする
ことを重視しました。
　当社を取り巻く事業環境の分析を経て、めざす当社の将
来像の議論を進めるため、2022年9月頃には検討メンバー
の公募を実施しました。経営層と若手社員までが一緒にな
り、社会・事業環境の変化、自分たちの意志や西松建設
の強みは何なのかという議論を重ねた結果、「西松 - 
Vision2030」として刷新し、2023年2月に公表しました。

「あたりまえに安心でき活力がわく地域やコミュニティを
共に描きつくる総合力企業」
　昨今、あたりまえのことが簡単ではなくなってきていま
すが、当社は創業150年の歴史の中で「安心を当然のよう
に提供したい」という想いを持ちながら、地域やコミュニ
ティに常に寄り添った事業活動を通じて社会への活力を生
み出してきました。この想いを私たちの意志として持ち続
け、これから先、価値観や社会変化の質が変わっていく中
においても、人々や企業、地域と共に、あたりまえに安心
でき活力がわく地域やコミュニティを描き、つくっていきた
いと考えました。西松建設の強みは、社会基盤を整備する
力は当然ですが、多様な能力をまとめ上げ目的を果たす力
であると思っています。その力を大いに発揮して、新たな
ビジョンを実現していきます。

「社会機能の再構築」に必要な「社内外における連携」
　新たなビジョンを実現していくための事業活動、すなわ
ち「価値共創活動」は、これまで多くの実績を積んできた

「社会基盤整備」に加え、「社会機能の再構築」へ拡大して
いくことであると考えました。社会機能とは、社会・都市機
能、防災・安全、エネルギー、不動産開発などを包含して
おり、地域やコミュニティが抱える課題やニーズに共に取
り組んでいきます。このためには、社会基盤を整備してき
た土木事業および建築事業と、不動産や開発を中心とする
アセットバリューアッド事業（旧 開発不動産事業）、再生可
能エネルギーを中心に地域のニーズに対応する地域環境
ソリューション事業（旧 環境エネルギー事業）の各事業が
これまで以上に連携し取り組む必要があります。あわせて、
あらゆる課題やニーズに応えていくには、西松建設以外の
外部リソースとの連携も不可欠です。また、異業種との連
携もさらなる進展が必要です。これらの社内外における連
携の取り組みは、いくつかの案件で一定の成果を得ること
はできました。しかし、より大きな成果へつなげていくた
めには、連携の輪を広げていかなければなりません。

「社内外における連携」を支える「変革プログラム」
　「社内外における連携」を実行に移せるよう、「意識・行動
改革」、「組織能力強化」、「成長資源創出」からなる「変革プ
ログラム」を新たなビションに盛り込みました。「変革プロ
グラム」はいわば社内風土改革です。当社は長い歴史の
中で、社会基盤整備という価値提供を通じて、経験と実績
でしっかりと結果を出してきているプライドがありますが、
これは良いことである反面、新たなことへの挑戦に対して
慎重になりすぎる傾向にもつながっていると感じています。
変革プログラムの「意識・行動改革」は、社員のマインドを
挑戦する意識に変え、行動に結びつけるための取り組みで
す。「組織能力強化」は、幅広い価値観、知識や経験を結
集し、同じ目的に向かって協働する力を高め、発揮していく
取り組みです。社内での一体感を持たせるために、必要で
あれば組織の改編も検討します。「成長資源創出」では、新
しいことに挑戦するための人財や時間をつくり出さなくて
はなりません。マンパワーの不足は当社に限らず、あらゆ

長期ビジョン実現のために意識・行動改革が重要
社員との対話で全国へ
経営層から若手社員までが、自分たちの意志や強みについての議論を重ね、長期ビションを「西松-Vision2030」
として刷新しました。
私たちは、価値観や社会変化の質が変わっていく中においても、人々や企業、地域と共に、あたりまえに安心で
き活力がわく地域やコミュニティを描きつくっていきます。
新たなビジョン実現にむけ、社内外の連携と変革プログラムの実行で価値共創活動を力強く進めていきます。
そのために重要な、意識・行動改革と社内風土改革の第一歩として、社員との対話で全国を回っています。

代表取締役社長
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る企業で一番の課題になってきています。現場業務の最適
化やDXを進め、将来のための資源を創出していく必要が
あります。価値共創活動を社内外の連携と変革プログラ
ムの実行で力強く進め、その結果として社会に「安心・活
力・つながり」の三つの価値を提供することをめざします。

「西松-Vision2030」の実現にむけて

「中期経営計画2023」の振り返り
　ビジョンの見直しに伴い、中期経営計画も1年前倒して
刷新することとしました。「中期経営計画2023」の初年度
であった2021年度は、新型コロナウイルスによる影響が
残る中、年度後半からは物価上昇への流れが進んだもの
の、業績は営業利益目標210億円に対して結果は235億円
となり、目標を上回りました。一方、2022年度は、建設資
材の高騰が顕著となり、民間の発注者が多い建築事業で
は、特に設計施工の案件で、受注から詳細設計期間を経て
着工までの間で価格高騰の煽りを受け、大きく採算を悪化
させる状況となりました。海外土木事業での追加工事費の
発生も重なり、営業利益は126億円と大幅に減益となる結
果でした。
　「中期経営計画2023」で掲げた基本方針の一つである

「異業種パートナーとの協業」では、伊藤忠商事株式会社
（以下、伊藤忠商事）との資本業務提携による連携施策が
動き始めています。特に「循環型不動産事業モデルの協
業」はすでに一定の成果を出しており、今後も国内外の数
多くの案件について協業を検討し、取り組んでいきます。
建設に関わる案件も増えており、官民連携事業の受注のほ
か、伊藤忠商事関連会社との協業案件も増えています。建
設資材の調達についても、双方にメリットのある取り組み
により、取扱金額が増えてきています。
　その他の連携として、地方自治体との包括連携協定や再生
可能エネルギー事業に係る各企業との連携、そして、ホテル
オークラグループとの連携によるホテル事業も進んでいます。
　このような一定の進捗はあったものの、さらに連携を拡
大しステップアップをしていく必要があると考えています。

「中期経営計画2025」の実行へ
　「西松-Vision2030」の初めの3年間となる「中期経営計
画2025」の重要なテーマの一つは、「収益の改善」です。
収益面での大きな影響を受けた要因は建設資材の価格高
騰ですが、建築事業では、収益悪化の原因となった工事の
影響が2024年度まで及びます。このたびの急激な物価上
昇を教訓に、建築事業における受注方針を見直しました。
それをしっかりと遵守し、収益を改善した工事への入替を進
め、中期経営計画の3年間で正常な状態に戻していきます。
　また、もう一つの大きなテーマは、2024年度から始まる

「時間外労働の上限規制適用」です。これまでも、現場を
バックアップする部署の新設やアウトソーシングの推進、DX
ツールの活用などを進めてきましたが、いよいよ最終段階
になりました。厳しい事業環境ですが、もはや「待ったな
し」の状況です。建設事業は労働集約型ですので、「人」が
事業活動の重要な源泉です。国内は人口減少社会に突入
しており、建設業界も例外なく人手不足です。このような
状況で当社だけが人員を増強させることは容易ではありま
せん。サプライチェーンも含め、今後どのように施工体制
を維持していくかについて、具体的施策の検討と取り組み
を実施していく必要があります。
　「中期経営計画2025」は、「西松-Vision2030」で掲げ
た価値共創活動の実現にむけて、会社の基盤を再構築す
る重要な3年間であると認識しており、持続的成長のでき
る企業として企業価値を高める施策を実現していきます。

より風通しの良い組織づくりへ 
社員との対話で全国へ

　「西松-Vision2030」の実現を下支えする「変革プログ
ラム」のうち、意識・行動改革の最初の取り組みとして、5
月から社員との対話を始めました。社内風土改革の第一
歩と位置づけており、数年かけて全社員と対話するのが目
標です。まず今年度は1,000人を目標に掲げ、次世代の
リーダーとなる管理職登用前の年代を対象としてスタート
しました。各事業の連携を深め、部門間の風通しを良くす

る狙いで、10名1グループを多様な職種の社員で構成し、
当社としての「対話ルール」も設定しました。
　テーマは、社員にとってなじみのある、企業理念のキー
ワード「価値ある建造物やサービス」と「安心して暮らせる
持続可能な社会」を選定しました。若い社員たちからの意
見はまさに十人十色であり、社員の中で新たな気づきや価
値観が数多く生まれてきていることを、私自身が強く感じ
る機会となりました。「価値ある建造物やサービス」につい
ての対話では、あらゆるステークホルダーの目線に立った
さまざまな価値観の意見が出され、「安心して暮らせる持
続可能な社会」についての対話では、社会への貢献や会社
の存続、自分自身の働き方などについて考えを巡らせる社
員もいました。社員との対話を通じ、会社の将来の姿をしっ
かりと創造し、実現していく重責や、社員が持つ働きがい、
西松社員としてのプライドの尊さに身の引き締まる思いが
しました。社内の文化は一朝一夕には変えられるものでは
ありませんが、社員一人ひとりの想いとともに一歩一歩進
めていきます。

サステナビリティ経営

　「西松-Vision2030」の実現は、社会にサステナブルな
価値を提供していくことであり、西松建設のサステナビリ
ティ経営そのものです。サステナビリティ経営の強化を
目的として、2023年4月にサステナビリティ推進体制の

組織改編をしました。取締役会の諮問機関として設置する
「サステナビリティ委員会」では、企業理念や刷新した長期
ビジョンを踏まえた当社のマテリアリティについて見直し
を進めるとともに、社会や当社に関わるサステナビリティ
課題について、解決の道筋を立てるための議論を進めて
いきます。

ステークホルダーの皆様へ

　株主や社員とその家族、協力会社、企業先など、ステー
クホルダーごとに最も重視する価値は異なります。今後、
さらに多様化するそれぞれの価値をいかに読み取り、どの
ようにバランス良く実現していくかが課題です。特に、当
社の今後の成長と持続的発展を見据えると、人財は大切な
経営資本です。社員の育成やモチベーションの向上は重
要な課題であり、賃金の引き上げも含めて解決していかな
ければなりません。ステークホルダーの皆様には、今後と
も変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

対話のルール

・ �お互いに「さん」づけで呼ぶ

・ �⾃分の考えを⾃由に話す

・ �相⼿の話を否定しない、遮らない、被せない

・ �皆で話しやすい雰囲気をつくる（うなずく、相づちを
打つ、笑顔で聴く）

・ �相⼿に興味を持つ、質問する

・ �⼀⼈⼀回は意⾒を出す
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